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１．研究計画の概要 
大目標はスカラー倍が独立に作用する場合
の簡約可能概均質ベクトル空間の分類の完
成であるが、これは極めて難しいと思われて
いる（Kac や Luna など）。しかし色々な場
合が分類できる可能性があるので着実に研
究を進めたい。 
 
２．研究の進捗状況 
大目標はすべての簡約可能概均質ベクトル
空間の分類の完成である。 言いかえると既
約成分の個数をｌ、簡約可能代数群の単純成
分の個数を k とした場合に、すべての k と l
に対して分類を完成することであるが、現在
のところ完成しているのは、l=1 の場合と
k=1,2 の場合だけで、それ以外は l=2 あるい
は k=3 の一部の場合が出来ているだけで、そ
れ以外は何か数学的に重要な条件があるい
くつかの場合に出来ているだけである。 
実際には既約弱球等質空間の分類を、ある種
の概均質ベクトル空間の分類に帰着させて
完成した（２００６）。 またⅠ型の２単純
概均質ベクトル空間の相対不変式の具体的
な形を知ることはｂ関数やゼータ関数の関
数等式の計算にも必要な場合があるが、それ
を完全に決定した（２００７）。 また大島
利雄教授の超幾何関数と概均質ベクトル空
間の研究から、（G×SLn、ρ⊗Λ₁）というタ
イプの概均質ベクトル空間で有限軌道を持
つものの分類を要請されたので、それも完成
した（２００８）。現在 l=2 および k=3 の分
類の未完成の部分の研究が進められている
が、すでにそこに本質的な難しさが表れてき
ている。 そこで k=3 の場合の未解決部分の
中心的な部分である３つの特殊線形代数群

の標準表現のテンソル表現の場合について、 
具体例の計算があまりにも大変なのでコン
ピューターで概均質性を判定するプログラ
ムを院生とともに開発した。そして数値が小
さい場合に概均質ベクトル空間の表も得ら
れたが、今後はこれをもとに分類理論を構成
できる可能性が出てきた。また全体の分類を
一般的に考えたことにより kや lを固定した
場合には得られなかった新しい知見がいろ
いろ得られた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

全体を解くプログラムはまだ見つかって
いないが、新しい結果が次々に得られてい
る。 

 
４．今後の研究の推進方策 
全体の分類計画をさらに押し進める一方で、
２個の既約成分を持つ場合とか３単純概均
質ベクトル空間のタイプⅡの場合の研究も
同時に進める。 
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